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二
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三
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(
持
四
都
一
二
λ

ハ五

O

日記
Z
E』開

安E

寺尾

閤

財

政

の

接

選

本

庄

究た

ム日
d
I
a

・

員E

政
権
の
移
動
ご
財
力
の
推
移

氏
族
制
度
の
枇
曾
か
ら
現
時
の
資
本
主
義
枇
命
日
に
至
る
ま
で
に
、

そ
の
政
治
枇
品
目
組
織
は
幾
越
避
を
な
し
て
居

る
o

あ
る
一
時
期
よ
h
他
の
一
時
期
仁
移
る
間
に
は
、
必
す
政
治
上
の
大
胡
件
が
あ
っ
て
、
政
権
の
中
心
が
盤
動
し

て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
従
来
の
臆
見
に
就
か
れ
て
居
る
仰
〈
に
、
あ
る
俳
人
家
傑
が
山
て
柏
崎
政
者
を
作
し

た
ご
い
ふ
如
き
単
純
な
も
の
で
は
決
し

τな
h
t
o

一
献
品
目
の
大
勢
が
次
第
に
縫
勤
し
っ
、
あ
る
こ
ピ
は
勿
論
で
ゐ
る

が
、
夏
じ
財
政
見
の
方
面
か
ら
見
れ
ば
、
則
力
の
中
心
が
如
何
に
移
動
せ
し
か
正
い
ふ
こ
ご
が
貰
大
な
る
問
題
で

あ
る
o

例
へ
ば
上
古
に
於
て
蘇
我
氏
が
勢
力
を
有
せ
し
こ

Z
は
、
噺
敗
・
内
蔵
・
大
臓
の
一
一
一
臓
を
管
関
し
て
閥
家
の

財
力
を
握
っ
て
居
ち
』
己
が
典
っ
て
力
あ
る
所
で
あ
ら
う
。
氏
族
制
度

ω枇
曾
が
滅
ん
で
大
化
の
改
新
の
行
は
れ



た
ど
き
に
、
従
来
の
賦
役
を
絡
め
て
新
に
和
府
調
の
徴
枚
を
殖
立
し
、
前
代
の
行
詰
れ
る
財
政
放
践
を
打
開
し
て

確
乎
た
る
牧
入
源
を
設
定
せ
ら
れ
た
る
如
き
、
共
用
意
の
存
す
る
蕗
金
見
る
に
足
る
で
ゐ
ら
う
。
平
安
朝
時
代
仁

は
庄
闘
が
椛
ん
に
起
る
に
至
っ
た
が
、
庄
闘
は
事
・
賃
上
不
聡
不
入
の
地
で
あ
ち
、

一一柑

ω治
外
法
権
を
有
せ
し
彪

で
ゐ
る
か
ら
、

内
々
の
庇
護

ω
下
に
岡
街

ω諒
求
を
見
る
、
も
の
も
多
〈
、
庄
閣
の
濫
増
に
よ
っ
て
政
府
は
ぞ
の
牧

入
一
仰
や
』
夫
ひ
閥
庫
定
之
を
告
ぐ
る
に
至
っ
た
。
而
も
ア
中
安
切
の
末
に
至
つ

τは
、
地
方
の
行
政
は
も
己
よ
'
O
¥

中

央
の
政
泊
も
亦
行
は
れ
歩
、
地
方
不
穏
の
一
般
勢
は
や
が
て
京
師
に
も
及
び
、
藤
原
氏
は
武
士
に
待
相
制
し
て
総
か
に

之
を
銃
川
出
す
る
有
線
で
ゐ
hJ
、
諸
国
武
士
の
有
せ

L
庄
闘
は
頗
る
多
き
に
上
h
、
平
家
一
門
の
如
事
、

そ
の
庄
園

五
百
伶
ケ
所
、

日
本
会
闘
の
竿
に
及
ぶ
ご
稀
せ
ら
れ
た
。
岡
家
に
封
す
る
貢
納
減
少
し
て
則
周
乏
し
き
に
至

-
O
L

こ
ご
は
勿
論
で
あ
る
が
、
政
帥
怖
が
下
に
移
つ

τ武
家
的
世
ご
な
る
仁
至
っ
た
こ
Z
も
、
財
力
消
長
の
上
か
ら
見
て

常
然
り
成
行
で
ゐ
ら
う
。

つ
い
で
税
制
が
鎌
倉
に
制
府
を
立
つ
L
や
、
彼
は
自
家
の
勝
士
を
以
て
卒
中
部
所
属
の
庄

司
地
一
肌
に
代
へ
、
或
は
源
行
家
義
経
の
逮
捕
を
口
封
正
し
て
閥
毎
に
守
護
を
泣
き
・
所
衣
に
地
調
合
補
し

τ、
段

別
に
五
升
の
兵
綬
米
を
納
め
3
せ
、
土
地
の
管
理
、
祖
枕
の
徴
放
機
を
も
悉
〈
そ
の
手
中
に
股
め
て
仕
知
っ
た
。

こ
の
、
府
同
時
最
も
重
要
な
る
牧
入
源
た
り
し
土
地
を
手
に
入
れ
徴
税
棋
を
占
め
た
』
」
正
、
郎
L
則
カ
を
自
己
の
掌

中
に
牧
め
た
こ
己
は
、
印
も
鎌
倉
幕
府

ω
成
立
し
た
所
以
で
あ
る
o

室
町
時
代

ω
財
政
困
難
は
地
方
分
機
的
封
建

制
皮
の
常
然
の
結
果
で
ゐ

h
、
織
岡
山
登
山
の
時
代
に
財
政
が
や
、
些
か
正
な
り
し
こ
ど
は
、
ス
常
閥
統
一
の
傾
向
が

詰E

苑

我
間
別
政
白
日
出
品

弟
二
十
三
巷

(
部
四
騨
二
一
九
)

山
九
五



事主

苑

味
岡
則
政
由
山
間
遅

第
二
十
三
容

(
げ
j
p
岡
崎
腕
一
一
一
一

O
)

，、
車:

あ
ら
は
れ
、

殊
仁
そ
の
土
地
調
査
に
よ
っ
て
確
貨
な
る
牧
入
源
を
握
b
し
こ
正
仁
在
る
o

ま
た
徳
川
幕
府

ω起
つ

に
こ
ご
も
、
訪
候
に
隔
絶
せ
る
財
力
を
有
せ

L
紡
川
市
で
あ
ち
、
そ
の
終
る
、
に
至
っ
た
こ
ご
は
、
土
地
経
済
よ
h

貨
幣
縦
一
泊
に
移
る
に
従
っ

τ幕
府
則
政
の
基
M
慨
が
動
揺
し
、
且
つ
新
興
の
財
力
を
支
配
す
る
こ
ご
が
出
来
十
、
財

政
婦
之
r
h

陥
っ
た
た
め
で
ゐ
る
o

明
治
政
府

ω成
立
は
、
成
務
位
同
怖
に
よ
っ
て
会
闘
の
土
地
を
支
叩
し
、
且
つ
新

興
的
経
憐
カ
を
拡
へ
待
た
ニ
ご
に
在
る
。
か
(
の
如
〈
州
側
察
す
れ
ば
、
財
力
を
縦
訓

L
、
制
世
情
力
百
一
蹴
れ
い
て
政
雄

の
み
が
移
動
す
る
こ
ど
は
ゐ
h
得
な
い
?
」
ご
で
あ
ら
う
。

一一
血
族
財
政
、

地
方
財
政
よ
り
岡
山
本
財
政
へ

吾
々
は
常
に
「
我
凶
の
財
政
」
E
稗
す
る
が
、

上
古
以
来
近
世
に
至
る
ま
で
、
会
闘
土
を
基
礎
ピ
せ
る
み
ム
閥
的

ω

財
政
た
る
場
合
は
甚
仁
少
い
o

氏
族
制
度

ω時
代
に
は
、

主
主
制
よ
ち

ω
枇
穫
が
主
正
し

τ白
五
山
設
の
投
川
引
に
小

央
政
府

ω経
費
仁
充
て
ら
れ
た
も
の
で
め
る
。
岡
氏
が
任
意
仁
貢
物
を
献
上
し
、
私
領
地
に
お
け
る

m租
・
夫
役
・

買
物

ω中
・
一
只
物
に
り
は
大
抵
帆
起
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
園
内
一
般
よ
ふ
り
枕
を
取
、
。
ー
も
の
で
は
な

い
0

酔
同
時
天
皇
り
統
的
仙
慌
の
及
ぶ
飽
闘
は
天
皇
の
民
正
他
の
氏

ω上
に
限
ム
リ
、
府
伎
に
会
凶
の
土
地
人
民
を
傾
有

さ
れ
た
も
の
で
は
な
レ
。
従

τ
ぞ
の
則
政
も
直
接
に
は
天
皇
氏
の
支
配
す
る
範
閣
に
限
っ
て
所
前
我
凶

ω
則
政
が

行
は
れ
た
に
過
ぎ
ぬ
。
大
化
改
新
の
後
、
兎
も
角
も
那
脈
制
度
が
成
立
し
て
全
国
を
支
配

L
K
如
〈
で
ゐ
る
が
、



中
誕
以
後
、

中
央
い
り
緋
カ
が
次
鉛
仁
表
へ
て
、

地
方
一
一
銭
放
の
勢
力
が
勃
興
し
、

こ
、
仁
公
倒
、
」
桃
卦
の
叶
世
間
国
ピ
の

師
四
時
の
後
に
は
班
町
股
授
の
法
も
行
は
れ
す
な
h
、
貴
族
政
治
が
復
活
し
、
媒
闘
が
各
地
に
起
っ
た
o

一
中
安
朝
の

外
に
、
武
家
り
庄
闘
が
辿
つ

τ三
者
州
立

ω姿
己
な
り

時
代
に
は
鍬
倉
十
室
町
が
財
政
の
中
心
地
で
ゐ
句
、
兵
板
米
の
徴
牧
午
Y
』
に
よ
っ
て
全
闘
に
徴
税
仙
慌
を
及
ば
し

京
都
は
孤
立
の
版
践
で
あ
っ
打
。
降
っ
て
中
世
の
武
家

た
如
く
で
あ
る
が
、
牧
入
狐
ピ

L
て
は
事
ろ
首
都
府

ω直
川
山
地
が
重
要
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
而
し

ι
室
町
幕
府
の

勢
力
失
墜
ご
北
〈
仁
幕
府

ω命
を
奉
告
主
る
略
家
所
M

聞
は
4

滅
多
〈
な
h
、
共
等
の
も

ωは
任
意
に
似
内
の
人
民
に
畝

税
し
、

年
時
民
共
他
企
小
央
政
府
に
進
め
さ
る
布
慌
で
ゐ
る
か
ら
、

室
町
幕
府
ピ
稿
す
る
己
は
い
へ
、

そ
の
貨
は
孤

立
し
た
る
一
地
方
乙
同
総
的
形
で
あ
っ

τ‘
そ
の
則
政
の
如
き
も
決
し
て
日
本
金
醐
胞
の
財
政
を
体
す
べ
き
標
準
記

な
る
べ
き
も

ω
で
は
な
か
っ
た
o

徳
川
時
代
に
於

τも
幕
前
川
の
則
政
は
‘

や
は

h
天
領
が
最
も
重
要
な
る
牧
入
源

で
あ
り
、
且
つ
諸
絞
り
小
に
も
相
殺
大
な
る
も
の
が
ゐ
っ
た
ニ
ご
は
い
ふ
迄
ら
な
い
。
要
す
る
に
返
世
に
至
る
ま

で
は
、
我
凶

ω川
政
は
全
凶
土
を
恥
出
品
部
正
せ
争
、
間
半
に
政
山
惟
掌
握
者
が
庇
援
に
支
配
し
得
る
錨
閣
に
止
ま
つ

τゐ

化
。
印
ち
凶
山
り
別
政
ご
い
ふ
も
貨
は
氏
放
務
〈
は
幕
泊
山
川
政
に
外
な
ら
ぬ
。
然
る
に
明
治
維
新
以
後
に
至
っ

τ

始
め
て
全
凶
を
打
て
一
九
ご
せ
る
名
賞
共
に
備
は
れ
る
我
凶
の
山
川
政
が
川
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

-
-
の
貼
か
ら
槻

仕
掛
制
す
れ
ば
、
我
凶
り
財
政
に
は
大
健
に
於
て
血
族
財
政
時
代
、
地
方
期
政
時
代
及
び
岡
家
脳
政
時
代
の
三
階
段
ゐ

b
z
い
ふ
も
大
な
る
炭
h
J
で
は
ゐ
る
ま

ν
。

畠t

苑

載
闘
則
改
の
慶
謡

第
二
十
三
巻

(
A
F
凹
披

) 
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E 



弗

我
国
府
政
由
現
議

第
二
十
三
容

(
静
岡
凱
一
三
ニ
)

説

ハ
五
回

官
房
財
政
よ
り
国
家
財
政
へ

hr
〈
の
如
〈
我
闘
り
川
政
は
、
従
来
は
政
権
掌
握
者

ω川
川
政
で
あ
っ
た
。
そ
の
財
政
は
花
縦
約
的

ω原
則
に
支

配
苫
れ
、

財
政
正
家
計
ぜ
の
悩
別
な
き
も
の
で
め
っ
た
。
同
胞
仲
天
皇
の
ご
き
に
掃
滅
ご
内
戒
ご
が
分
れ
、
雄
略
天

皇
的
ピ
き
に
延
に
大
減
が
出
来
工
、
一
肋
謁
三
臓
の
分
立
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
め
る
が
、
そ
れ
が
政
治
財
政
上
の

一
進
歩
た
る
こ
ご
は
明
か
で
め
る
が
官
時
牧
入
・
管
却

L
X山
の
各
方
-
耐
に
亙
っ
て
川
端
し
て
内
併
の
費
用

t
闘
中
部

の
則
川
Z
が
戯
霊
仁
肝
川
別
百
れ
、

一
氏
放
の
氏
上

E
L
て
行
ふ
所
正
、
元
首
山
統
的
確
よ
h
す
る
も
の
ピ
の
阪
別

が
明
か
に
認
め
ら
れ
て
居
た
で
ゐ
ら
フ
か
、
此
等
の
論
鮎
は
何
れ
も
大
な
る
疑
問
で
ゐ
ら
う
古
川
山
ム
。
私
は
寧
ゐ

三
戒
の
H
T
立
は
、
軍
に
嘗
昨
財
用
の
豊
富
Z
な
ち
し
ヨ
』
正
を
一
市
す
に
過
ぎ
凶
も

ωで
は
な
い
か
ぜ
考
へ
る
o

大
FMH

A

ザ
に
至
っ
て
民
郁
夫
臓
耐
省

ω外
に
宮
内
省
が
ゐ

h
、
山
山
中
の
事
務
を
取
扱
ふ
に
至
っ
た
ニ
ピ
は
一
此
に
一
段
の
進

歩
で
あ
る
が
、
然
L
W
H
質
上
に
於
て
{
旦
屍
財
政
か
ら
国
家
財
政
に
移
っ
た
も
の
で
あ
る
か
否
や
は
大
な
る
疑
問
で

あ
ら
う
。
武
家
時
代
に
於
て
も
術
財
政
正
家
計
正
は
泌
同
せ
ら
れ
、
徳
川
時
代
に
於

τは
明
か
に
ほ
入
柏
崎
山
の
原

則
セ
以
て
財
政
方
針
ご
し
、
幕
府
経
由

Hω
費
目
を
見
る
も
・
幕
府
的
政
用
ピ
徳
川
氏
り
家
計
ご
が
甚
に

L
〈
混
用

さ
れ
て
ゐ
た
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
要
す
る
に

E
古
以
来
我
凶

ω
州
政
は
私
経
済
的
に
取
扱
は
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
財
政
ピ
私
経
勝
正
の
閥
的
重
大
な
る

一
相
迷
貼
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
側
り
財
政
に
於

τ
本誌闘;1抑36l'{参同→e 



は
、
国
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
る
継
投
は
、

一
応
は
人
民
的
負
抱
カ
を
考
慮
す
る
ご
し
て
も
・
先
.
っ
そ
の

支
出
を
決
定
し
て
後
‘

そ
れ
に
臆
す
る
た
め
に
牧
入
の
訟
を
求
め
な
け
れ
ば
な
巳
泊
。
是
れ
闘

ω財
政
に
於
て
は

出
る
を
量
つ

τ然
る
後
に
入
る
を
定
る
所
以
で
ゐ
る
。
然
る
に
家
計
は
之
に
反
し
て
牧
入

ω
範
凶
刊
に
於

τ支
出

を
揃
ふ
べ
き
も
の
で
め
る
。
こ
の
財
政
原
則
が
認
め
ら
れ
て
、
我
図

ω財
政
が
家
計
か
ら
獅
立
す
る
に
歪
っ
た
の

は
、
こ
れ
亦
明
治
以
後
で
あ
る
。

四

貨
物
財
政
よ
り
貨
幣
財
政
へ

今
日
の
期
政
は
闘
家
が
貨
幣
者
〈
は
貨
絡
的
方
川
加
を
般
入
支
出
す
る
も
の
で
あ
る
o

然
し
貨
幣
経
済
の
俊
一
巡
せ

r
g
h
L附
代
ド
於

τは
.
直
接
に
物
υ仰
を
徴
L
‘
或
は
人

ω勤
労
を
需
U
る
こ

z.か
普
通
で
あ
ハ
た
。
上
古
に
於

て、

m組
以
大
凡
百
似
(
ト
附
山
川
jr
叫
山
中
川
ペ
)
の
悶
よ
b
稲
三
束
を
徴
し
、
調
は
山
海
の
獲
物
、
布
吊
締
約
等
各
地

の
土
宜
を
上
ら

L
め
、
官
位
の
治
岨
宮
北
(
他
の
工
事
に
淀
川
問

ω地
方
か

L
も
人
夫
を
徴
畿
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
武
烈

天
皇

ω
正
、
喝
さ
に
信
浪
凶
山
り
男
子
を
徴
袋
し
、
自
主
版
天
皇
の
ご
き
に
大
止
古
川
崎
智

ωた
め
、
近
江
古
越
正
の
人
民
を
徴

し
、
叉
宮
紅
~
を
修
む
た
め
、
東
は
遠
江
を
限
hJ
、
西
は
安
動
討
を
限
っ
て
人
民
を
敏
晶
現
せ
る
如
き
こ
れ
で
あ
る
叫
臨

附
め
夫
役
は
別
ざ
し
て
卒
詰
の
夫
役
正
し
て
の
人
数
は
大
館
大
化
以
前
は
三
十
日
毎
に
一
人
を
出
し
て
歳
役
を
勤

め
t
む
る
定
め
な
ち
し
如
〈
で
あ
る
。
大
賀
A
T
仁
於
て
も
回
租
・
地
子
あ

h
、
歳
役
・
留
役
の
夫
役
ゐ

b
、
調
痛
は

設

苑

(
品
目
蹴
一
三
三
)

松
岡
則
故
山
町
田
選

第
二
十
三
巻

大

E
E
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崎
市
二
十
二
一
審

(
第
四
椀
一
三
回
)

設
閣
財
政
白
鑓
遜

六
五
六

面主

五E

岡
山
2

遮
逗
に
よ
h
停
年
人
月
中
旬
よ
り
年
末
去
で
に
京
へ
納
め
る
も
の
で
あ
っ
て
.
友
人
夫
は
山
川
淵
を
出
す
家
よ

b
山
き
し
め
た
。
交
通
不
悦
な
る
蛍
時
、
遠
陥
の
地
方
に
ゐ
つ
て
は
、

こ
の
運
搬
が
正
税
印
も
田
租
の
負
地
問
以
上

じ
重
い
ー
も
の
で
ゐ
っ
た
。
選
ば
れ
て
府
調
の
漣
脚
夫
正
な
っ
た
諸
岡
闘
の
肘
丁
の
中
に
は
、

山
野
に
餓
死
し
、
又
は

戒
は
蹄
郷
の
根

ま
た
け
地
幽
か
ら
出
た
も
の
は
本
の
旧
怖
の
附
則
ま
で
凡
姉
郷
し
得
d

さ
る
こ
2
」
色
あ
っ
た
。
こ
れ
等

両
川
に
権
っ

τ途
中
に
行
陥
商
れ
る
も
の
も
少
〈
は
な
か
っ
た
の

食
を
拠
へ
た
o

そ
れ
で
救
護
の
規
定
が
設
け
ら
れ
、

は
自
然
純
怖
じ
件
ふ
大
な
る
不
便
で
ゐ
っ
て
、
人
民
を
囚
究
仁
砕
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
貨
幣

ω持
及
せ

F
る
時

代
ピ

L
て
は
止
な
を
得

g
る
所
で
あ
る
。
奈
良
一
中
山
女
制
に
於
て
貨
幣
は
銭
近
古
れ
、
篠
銭
の
-
て
乙
は
天
一
中
の
-
闘
が

ら
諸
古
に
見
え

τ居
る
が
、
桓
武
天
皇
の
延
暦
十
六
年
二
月
二
十
八
日
の
勅
に
は
「
租
税
の
本
は
水
早
に
備
ム
。

佼
自

ω則
は
飢

τ食
は
れ
す
。

A
1
問
〈
京
峨
多
〈
伎
を
枚
h
u
る
-
て
己
あ
り
ピ
。
事
須
ら
(
末
を
股
み
本
を
貴
ぴ
、

必
中

t
も
殺
を
苔
へ
争
、
山
且
〈
貧
乏
の
徒

一、以一刀、

は
鋭
を
進
る

ζ
t
e
T
継
す
べ
し
。
通
計
四
分
の
一
仁
過
る
を
符
F
れ
」
ご
め
る
か
ら
、
常
時
の
銭
納
は
出
掛
日
比
に
針

u
…“文様
u
n

す
る
保
訟
で
あ
っ
た
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
北
(
後
も
腿
銭
納
を
叫
品
目
告
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
中
央
政
府
附
返

一
に
伎
を
牧
む
る
-
}
正
を
四
四
つ
べ

L
。
他
恐
ら
く
は
民
に
食
宙
あ
h
、

で
は
時
四
貨

ω流
一
辿
ピ
共
に
伎
を
以
て
租
枕
を
納
む
る
悦
仰
を
生
じ
た
も
の
、
知
(
、
ぽ
喜
式
に
も
訓
係
伎
の
こ
芭

が
見
え
て
尉
る
。

M
W
め
政
府
は
貨
僻
流
通
同
県
川
策
正
し
て
蓄
銭
者
に
位
階
を
興
へ
、
或
は
旅
行
者
を
し
て
銭
を
携

締
せ
し
め
、
戒
は
諸
凶
の
調
山
川
を
時
四
を
以
て
納
め
し
め
た
が
、
貨
幣
鋭
治
量
は
必
十

L
も
会
闘
に
普
及
す
る
仁
足

# 令隼解第一管制8百

..両日付~(闇史大謡大間良二本)86頁
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そ
れ
ご
同
時
に
出
血
〈
白
然
経
併
も
行
は
件
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。

鎌
倉
室
町
時
代
に
は
、

岡
純
は
殺
に
て
も
健
仁

る
耗
多
量
で
は
な
〈
、

省鋭一

ω
た
め
に
死
滅
さ
れ
て
市
場
に
流
通
せ

F
る
も

ω多
〈
、

或
J
H
判
品
鋳
銭
が
行
は
れ
て

貨
制
市
の
信
別
を
害
し
た
り
み
な
ら
す
、

一
般

ω経
済
拡
態
が
合
一
嵐
貨
併
を
専
ら
使
用
す
る
枝
に
進
歩
し

τゐ
な
か

っ
た
常
時
の
-
」
ご
で
ゐ
る
か
色
、
銭
貨
は
首
府
附
返
の
京
畿
混
傍
並
に
地
方
に
於

τも
多
少
流
通
し
た
ざ
し
て
も
、

て
も
納
柏
、
共
他
に
段
鋭
、
仙
慨
別
袋
、
倉
役
、
有
徳
鋭
な
ど
の
枕
が
ゐ
っ
て
、
貨
幣
に
よ
る
股
入
が
増
加
し
て
来

花
。
殊
に
お
町
時
代
に
は
支
那
か
ら
永
出
市
川
輔
が
多
〈
輪
入
き
れ
、
銭
貨
が
一
一
層
流
通
し
た
か
ら
、

且

t
}奨
'q

z事
。
信
和
も

次
第
に
行
は
る
、
に
歪
っ
た
が
、

徳
川
時
代
に
至
つ
て
は
貨
鍛
は
漸
〈
企
図
的
に
普
及
し
・

財
政
も
貨
幣
を
以
て

牧
支
す
る
一
』
ご
が
甚
に
多
く
な
っ
た
o

然

L
一
方
に
は
米
を
以
て
財
政
経
臨
聞
の
基
礎
ピ

L
、
他
方
に
は
貸
併
を
以

て
牧
支
b
z
行
ム
の
結
目
指
・
岡
者

ω附
に
矛
盾
を
生
じ
て
幕
府
の
財
政
に
大
な
る
影
響
を
奥
へ
た
。
然
る
に
明
治
入

年
以
品
目
貨
物
経
済
が
脱
さ
れ
て
貸
借
倒
低
に
よ
っ
て
財
政
が
統
一
さ
れ
、
最
早
貨
幣
以
外
の
現
口
問
夫
役
の
如
き

は
、
北
(
自
身
財
政
上
り
牧
入
ぜ
は
な
b
得
グ
る
こ
ご
、
な
っ
た
。

こ
れ
亦
財
政
史
上
の
一
進
歩
で
あ
る
。

五

枚
入
源
の
多
方
面
化

我
M

聞
は
上
古
以
来
土
地
経
掛
ゆ
時
代
で
あ
っ
て
、
土
地
を
唯
一
の
牧
入
掘
削
正
し
て
考
へ
て
居
た
。
従
っ
て
租
税

の
如
き
も
、
土
地
殊
「
い
問
地
に
つ
い

wτ
之
を
課
徴

L
て
居
る
。
そ
の
始
め
仁
一
於
て
は
土
地
の
ロ
開
等
を
問
は
争
、

1~ 

謁

掛』

決
闘
財
政
伯
雄
記

第
二
十
三
密

(
第
四
腕
一
三
五
)

ハ
五
ヒ

ま



説

苑

我
同
財
政
由
鑓
遼

第
二
十
三
谷

(
第
四
鶴
一
三
大
)

八五
λ

uv

一
而
誠
に
よ
っ
て
之
を
徴
す
る
の
み
で
ゐ
ウ
た
。
例
へ
ば
上
古
仁
於
工
、
育
代
的
り
問

4
h
稲
三
東
を
徴

L
、
大
賞
.

A

ザ
に
於
て
も
卒
安
朝
に
於
工
も
一
段
の
標
準
穫
稲
高
に
封
し
約
百
分
り
三
を
徴

L
、
敢
て
共
同
り
上
中
下
り
日
開
等

を
附
は
な
か
っ
た
。
但
・
平
安
朝
に
於
て
は
地
子
に
制
到
し
て
以
・

土
地

ω
肥
出
府
立
(
他
の
俊
件
を
考
厳
L
て
上
聞
は

一
段
に
十
束
、
中
間
以
入
末
、
下
回
は
六
束
、
下
々
聞
は
三
点
ピ
い
ふ
如
〈
、
大
健
穫
稲

ω五
分
の
一
を
徴
し
て

居
る
o
鎌
倉
山
吉
町
時
代
仁
は
税
率
は
区
々
で
あ
る
が
、

上
中
下
の
口
同
等
じ
廊
じ
て
和
米
を
回
現
に
し
、

白川
T
Hけ
む
亨
仏
、
二

t
j
H
f
i
 

於

τ・
も
‘
石
雄
二
つ
下
ー
り
の
法
に
よ
っ
て
も
明
か
な
る
如
〈
、
上
中
下
の
品
輸
一
可
に
よ
っ
T
謀
徴

L
た
も
の
で
あ

る
O

地
附
聞
に
碁
い

γτ
之
を
徴
喧
る
に
至
b
し
は
明
治
以
後
の
ニ
ピ
で
あ
る
。
間
租
以
外
、
各
地
的
製
-
注
目
聞
等
も
祖

校
正
し
て
徴
牧
せ
ら
れ
た
こ
正
以
、
上
越
の
如
〈
で
め
る
が
、
土
中
裂
な
る
牧
入
制
仰
は
い
と
う

L
T
-
L土
地
で
ゐ
る
。

故
仁
土
地
に
術
劇
す
る
こ
ど
の
困
難
正
な
っ
た
時
代
に
は
、
土
地
以
外

ω各
方
面
に
つ
い
て
牧
入
制
闘
を
漁
っ
て
居

る
。
室
町
附
代
に
は
飯
地
の
後
雑
な
る
支
配
馴
係
正
戦
乱
ど
の
た
め
に
、
多
〈
を
土
地
に
此
川
殺
す
る
を
得
ざ
り
し

も
り
で
あ
る
が
、
段
鏡
、
棟
別
鋭
、
関
税
、
座
役
‘
倉
役
、
有
徳
鋭
、
武
家
役
、
百
姓
役
等
の
土
地
以
外
の
枚
目

を
生
じ
、
徳
川
時
代
に
も
農
村
の
疲
弊
に
よ
っ
て
土
地
の
生
産
力
の
み
に
伶
脳
相
す
る
を
得
5
る
こ
正
、
な
り
、
新

に
勃
興
し
古
都
ム
リ
[
商
工
階
級
の
方
面
に
多
大
的
資
制
仰
を
見
付
げ
、

M
A
貨
幣
の
普
及
に
よ
っ
て
鋳
造
特
離
を
利
用
L

て
多
〈
の
枚
入
を
奉
げ
て
居
る
。
こ
れ
等
は
農
業
終
隣
か
ら
商
業
級
協
開
に
移
h
、
土
地
経
済
よ
り
貨
幣
艇
憐
に
移

る
過
渡
期
ご

Lτ
は
常
然
起
る
べ
き
嘉
納
で
あ
ら
う
。



...... 
J、

債
桝
財
政
よ
句
債
務
財
政
へ

王
朝
附
代
に
於
て
は
和
税
へ
狭
通
以
外
に
於
て
出
品
中
が
重
要
な
る
枚
入
を
血
中
r
J
Q
の
途
で
あ
b
、
J
ω
H
-
汗ぃ、
E

主

1
Uイ
-

は
御
用
金
が
般
入
源
ビ

L
I
役
立
っ
た
o
ζ

の
耐
者
は
甚
H
h
面
白
き
掛
照
を
な
し
て
居
品
。
山
血
中
は
山
百
私
の
稲
を

恭
附
農
民
に
貸
山

Lτ
、
秋
納
的
後
、
利
息
h

己
共
に
返
納
せ
し
む
る
も
の
で
あ
っ
て
、
天
武
天
皇
阿
年
間
月
の
払

に
よ
れ
ば
農
民
り
貧
富
骨
量
っ
て
三
等

t
L、
中
戸
以
下
の

b
の
へ
稲
を
貸
付
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
も
ご
は
溺

乏
せ
る
百
姓
を
救
済
す
る
も
山
り
で
ゐ
っ
た
が
、
後
に
は
英
利
稲
に
よ
っ
て
同
街
の
経
費
を
支
馳
附
す
る
こ
ご
、
な

-
り
、
宮
家
ご
い
へ
い
と
も
こ
れ
を
受
け
て
利
稲
を
捌
は
古
る
可
ら
，
さ
る
こ
古
、
な
っ
た
。
そ
の
期
限
は
一
年
、
利
率

年
五
制
で
あ
る
ω
但
一
年
ご
い
ふ
も
春
時
仁
来
L
秋
多
の
間
に
欣
む
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
恨
り
に
北
(
聞
を
入
ケ

月
正
す
れ
ば
七
割
五
分

ω利
率
ご
な
る
o

山
劇
中
山
利
稲
は
・
池
淋

ω
築
諮
、
国
分
寺
詑
替
等
の
費
用
仁
充
て
ら
る

ぺ
き
も
的
で
あ
る
が
、
府
H

際
は
倒
紡
り
費
用
仁
充
て
ら
れ
た
こ
正
が
多
い
か
ら
図
司
の
利
得
正
な
ら
、
従

τ図
司

は
規
定
以
上
の
山
口
稲
を
出
血
中

Lτ
多

t
の
利
盆
を
食
る
の
弊
を
生
じ
た
。
営
附
租
・
府
・
繭
の
小
、
制
正
一
川
ご
は
中

央
の
絞
殺
に
充
て
ら
れ
、
相
稲

ω
一
部
は
春
米
ピ

L
て
京
師
に
迭
ム
リ
、
他
の
大
部
分
的
稲
は
、
地
方
の
倉
庫
に
納

め

τ地
方
的
経
設
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
田
和
的
官
仁
納
h
た
る
も
の
を
官
稲
ご
い
ひ
、
官
稲
を

大
枕
、
親
穀
、

郡
稲
川
り
三
脚
に
R
T
ワ
た
が
、
殺
に
は
正
枕
、
必
勝
、
雑
稲

ω一
三
柿
ピ
し
た
。
即
も
左
の
如

L
。

iIIl 

我
岡
財
肢
の
蛇
越

(
弟
凹
観
一
三
七
)

鼠

第
二
十
三
春

ハ
五
丸

岡本書担604頁• 
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右
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用
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・
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・
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山
母
L
て
利
を
困
る
)

iE 

助

:
-
-
E
i
-
-
:
:
E
E
・E・
-
・
・
:
(
岡
崎
と
す
)

米
-
-
-
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・
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・
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京
に
愉
す
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雑

「
批
寺
料
、
仰
ん
材
料

一
位
皿
官
骨
料
、
修
川
隣
家
料

柏
戸
川
世
防
料
、
抽
出
料

一
壮
且
料
、
別
市
生
科

/
白
状
料
、
克
伊
川
什

(山梨
L
て
別
を
刷
る

山
梨
・
に
よ
っ
て
利
を
取
る
も
の
は
頗
る
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
山
血
中
す
べ
き
正

税
、
公
…
腕
、
雑
税
は
凶
々
の
大
小
貧
富
に
肱
じ
て
各
E
脚
員
数
が
ゐ
っ
た
が
、
そ
の
数
は
今
、
明
か
に
伸
つ

τ居
な

そ
の
純
計
は

iE 
郡E

ぃ
。
た
い
V

延
長
式
に
は
山
梨
・
す
べ
き
放
が
一
不
吉
れ

1
尉
品
。

外
に
一
千
二
百
網
、

千
h
可
六
十
陥
千
百
百
八
十
七
十
米

乏-Iri 
雑
恥1

一
千
六
百
イ
二
時
二
千
百
凹
十
二
引
単
位
、

千
れ
ニ
十
五
高
一
千
λ
百
五
十
五
来
館
、

間
千
二
百
九
十
七
尚
一
八
千
五
百
λ
十
四
取
と
一
千
ニ
内
側
、

合
計



に
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
然
る
に
卒
安
朝
の
木
、
庄
凶
徒
山
叫
ん
、
己
な
h
、
諸
闘
に
浪
人
多
〈
超
h
、
負
債
'T
挑
ア
越

で
ゐ
る
o

こ
の
数
字
は
も
ご
よ
り
一
ヶ
年
間
の
地
方
経
費
の
総
額
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
地
方
財
政
の
根
本

言
な
る
べ
き
欽
を
示
せ
る
も
の
ピ
見
る
F

』
ご
が
山
家
る
。
要
す
る
に
出
場
ド
よ
っ
て
地
方
財
政
全
支
へ
た
カ
は
質

し
、
克
務
を
妨
「
る
も
の
多
〈
、
又
官
真
も
多
〈
山
県
を
出
し
て
、
引
払
利
を
計
b
、
会
合
損
L
民
を
備
え
[
、
紀

綱
漸
〈
奈
る
正
共
に
、
出
準
の
制
も
亦
臨
服
す
る
に
至
h
し
如
〈
で
あ
っ

τ、そ
ω後
の
沿
革
は
未
に
明
か
で
な
い
。

阪
に
足
利
時
代
炉
ら
新
経
焼
階
級
に
謝
し
て
特
別
な
る
負
踏
を
課
す
る
こ
ご
げ
が
行
ば
れ
た
が
、

徳
川
時
代
に
至

つ
τは
用
途
尚
一
民
等
に
劃
し
て
御
用
金
を
命
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
幕
府
財
政
の
不
足
ぞ
補
ふ
こ
正
が
康
行
は
れ
て

居
る
。
此
御
用
金
は
机
税
の
如
〈
に
幕
府
が
骨
同
然
叫
叫
制
徴
牧
を
な
す
機
娠
を
有
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
幕
府
一
か
特

定
人
に
射
し
て
債
務
関
係
を
負
ふ
も
の
で
あ
れ
リ
、
本
来
的
性
質
ご
し
て
は
、
利
足
ef
掛
っ
て
元
利
を
償
港
す
ぺ
き

も
の
で
め
っ
た
。
こ
の
結
に
於
て
御
用
金
は
献
金
で
は
な
い
w
O

ま
た
幕
府
嘗
初
の
方
針
よ
ち
す
れ
ば
町
人
に
用
金

を
命
中
る
が
如
き
は
、
到
底
恩
ひ
到
ら
百
る
所
で
め
る
け
れ
ど
も
・
中
世
以
後
幕
府
財
政
困
難
Z
な
り
、
農
民
の

負
脚
闘
は
阪
に
甚
に
重
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
財
用
を
補
ふ
そ
得
歩
、
之
に
反
し
T
町
人
は
攻
策
に
官
を
重
ね
て
、
一
小

表
的
負
傍
は
殆
ん
Y
」
之
れ
な
き
が
如
語
、
航
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
蕊
に
一
僚
の
血
路
を
求
め

τ、
彼
等
を
し
て
出
金

せ
し
む
る
に
至
っ
た
所
以
で
あ
る
。

思
ふ
に
出
巾
帯
以
岡
山
水
が
偵
椛
者
ご
し
て
人
民
よ
穏
を
貸
付
け
、

そ
の
利
息
を
徴
牧

L
た
も
の
で
ゐ
る
が
、
御
用

説

苑

我
岡
川
政
白
鶴
誕

第
二
十
三
盆
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金
は
岡
山
水
が
偵
務
者
ご
な
っ
て
人
民
よ
1
9
借
金
を
な
し
・
利
足
を
扮
つ

τ返
済
す
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
仁

明
治
時
代
に
至
っ
て
此
闘
係
は
夏
に
後
反
し
て
所
制
公
偵
の
俊
生
を
見
る
己
正
、
な
っ
た
。
か
〈
的
如
〈
岡
山
水
が

偵
機
刷
係
か
ら
的
務
凶
係
に
進
み
、

債
務
関
係
も
椛
利
義
務
の
保
附
十
分
な
ら

F
る
時
代
か
ら
、

そ
の
確
然
た
る

時
代
に
進
ん
だ
ニ
ご
は
、
公
偵

ω起
源
H
A
ぴ
一
弾
迎

ωM舵
巾
叫
に
謝

L
て
興
味
ゐ
る
一
資
料
を
供
す
る
も
の
で
は
あ
る

ま
い
か
o

而
し
て
以
上
り
意
味
に
於
て
の
俄
棋
財
政
よ
り
俄
務
川
政
へ
の
推
移
併
設
〈
ニ
ご
も
必
す

L
も
不
砕
闘
で

は
あ
る
ま
い
。

七

ffli] 

度

の
~ 
フ巳

古市

租
枕
に
謝
す
る
制
度
や
規
則
も

組
よ

h
次
第
に
精
に
入
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、

た
v
王
朝
時
代
に
は
先
進
凶

ご
し
て
の
支
那

ω制
度
が
輸
入
さ
れ
た
た
め
、

去
れ
に
多
〈
的
改
誌
が
加
へ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、

制
合
に
詳
目
出
向
な

規
定
が
ゐ
h
、
Z
1

り
武
家
時
代
に
は
何
事
も
簡
素
を
此
ぴ
し
紡
川
市
ご
し
て
、
規
松
山
り
如
、
さ
は
却
て
簡
略
ど
な
っ
た

傾
が
ゐ
る
。
ま
比
賦
制
収
納
の
制
度
に
つ
い

τ色
、
王
判
以
来
可
な
り
整
ッ
た
方
法
が
採
ら
れ
て
ゐ
た
。
品
問

L
設

も
繋
然
記
る
制
民
、
最
も
詳
諮
な
る
規
定
は
、
明
治
以
後
に
入
っ
て
始
め
て
こ
れ
を
見
る
こ
正
が
山
市
部
る
。

明
治
附
代
に
入
っ
て
は
珠
算
決
算
か
ら
期
政
山
り
す
べ

τに
五
円
て
制
度
が
盤
ふ
に
立
つ
穴
も
の
で
あ
る
が
、
然

ー
維
新
以
前
正
雌
・
何
等
の
制
度
も
な
く
、
牧
支
を
勝
手
気
位
に
や
っ

τゐ
た
わ
け
で
は
な

ν。
例
入
の
家
計
正



雄
強
め
牧
入

ω版
協
を
知
る
こ
正
は
極
め
て
必
要
で
あ
る
。
況
や
凶
の
財
政
に
於
て
を
や
o
阪
に
王
制
時
代
に
於

て
は
一
部

ω
歳
入
に
つ
い
て
珠
鉢
決
算
の
制
度
が
ゐ
っ
た
o

即
ち
大
計
帳
ご
い
ふ
は

諸
国
一
一
叫
よ
り
其
部
内
の
戸

口
、
謀
不
繰
り
戸
口
、

本
年
納
む
べ
き
剖
山
川
の
高
を
計
算
し
た
る
各
閥
郡
山
合
計
表
で
あ
っ
て
、

簡
一
百
す
れ
ば
諸

凶
よ
り
中
央
へ
の
成
入
換
算
帳
で
ゐ
b
o
こ
れ
に
封
し
調
府
雑
物
的
現
数
を
録
せ
る
謝
帳
が
あ
っ

τ、
調
山
川

ω口
阿

物
ご
共
に
官
に
法
る
c

川
崎

A
E
，
〉
h
A司
令

ι
r
)
品
u
n
r
e
-
-
〉
'
り
、

こ
り
外
に
刈

7
u
U
3
μ
中
打
力
止
Z

之
を
正
枕
帳
ピ
い
ふ
o

諸
岡
内
の
正
税
穀
類
正

去
年
の
雑
技
支
出
を
記
せ
る
も

ω
で
あ
る
。
ま
た
徳
川
山
代
に
も
覚
延
三
年
十
二
月
に
「
諸
向
一
ゲ
年
分
定
式
仰

は
開
高
大
概
之
町
色
を
設
し
ポ

ντ
資
脳
五
年
以
後
に
e
h
J

部
的
経
投
じ
つ
い
て
支
出
の
珠
算
を
立
て
、
居
る
。
財

政
監
針
の
機
附
ー
も
今
日
一

ω
も
の
正
は
多
少
性
質
を
異
に
し
て
居
る
が
、
勘
定
吟
味
役
な
る
も
の
が
(
岡
山
辺
仲
間
門
町

一…
…
ι
t
l
)

設
け
ら
れ
た
。
然
し
財
政
全
般
に
亙
っ
て
之
伝
見
れ
ば
、
維
新
以
後
の
財
政
は
維
新
以
前
よ
り
の
そ
の
ま

、
の
柑
時
総
で
は
な
く
、
そ
の
性
質
仁
於
て
大
な
る
強
化
を
遂
げ

τ居
る
o

蓋
‘
閥

ω財
政
ご
し
て
の
本
来
の
性
質

を
維
新
以
後
に
至
っ
て
始
的

τ持
つ
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
o

別
政
に
闘
す
る
制
度
規
則
の
蜂
ひ

L
如
き
は
、
も

ご
よ
弘
リ
い
ふ
迄
も
な
い
所
で
あ
る
。
こ
の
財
政
の
後
迭
は
維
新
後
の
政
治
則
曾
組
織
の
盤
化
ご
離
る
可
ら

F
る
閥

係
を
持
っ
て
居
る
が
、
一
而
に
於
て
岡
洋
文
明
の
輸
入
仁
よ
る
所
で
あ
ち
、
財
政
臥
干
の
後
迭
に
も
よ
る
所
で
あ
る
。

(
礼
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一
回
一
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